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和歌１

あしびきの　山鳥（やまどり）の尾の　しだり尾の

長々し夜を　ひとりかも寝む

柿本人麿呂（3番）『拾遺集』
（かきのもとのひとまろ）



文法的説明２

あしびきの　山鳥（やまどり）の　尾の　しだり尾　の

長々し　夜を　ひとり　か　　も　　寝　　む

枕詞「山」を導く 格助詞
連体修飾

格助詞
連体修飾

格助詞
連体修飾

係助詞
疑問

係り結び→連体形

係助詞 ナ行
下二段
未然形

推量の
助動詞
連体形

〈のように〉



現代語訳３

夜になると、雄と雌が離れて寝るという山鳥だが、その山鳥の
長く垂れ下がった尾のように、こんなにも長い長い夜を、私も
また、（あなたと離れて）ひとり寂しく寝るのだろうか。

〈プリントの現代語訳〉

 自分の
解釈

山鳥の長くたれ下がった尾のように、長い秋の夜を
（想い人にも逢えずに）独りさびしく寝ている場面



作者の詳細４

・生年不詳

・710年頃に石見国（現在の島根県益田市）で亡くなる

・あまり地位の高くない役人で、国司（地方行政）をしていた

・持統天皇に仕えた宮廷の歌人で、三十六歌仙の一人

・恋愛を含む内容の作品が多い

（都の恋しさや大切な人との別れを悲しむ内容）

〈 柿本人麿呂（かきのもとのひとまろ）〉
※小倉百人一首では「柿本人麿」



三十六歌仙とは？

・飛鳥時代から平安時代までの優れた歌人36人の総称
・和歌の世界で非常に高い評価を受けている

＜三十六歌仙のすごいところ！＞

優れた歌人：和歌史に残る有名な歌人が多い
（小野小町、紀貫之）

和歌の才能：繊細な表現力と、情景や感情を巧みに
描写する才能が評価されている



和歌の魅力５

〈この和歌を選んだ理由〉

→ 孤独に耐えながら夜を過ごす、柿本の心情を自然描写
と重ねて深い（寂しい）心情を伝えているのが面白いと
思ったから！

→ 長い夜の時間を歌にひっかけて、
「山鳥の尾の　しだり尾の」と語尾を合わせているので

　 初めて見たときに音感が印象深いと感じたから！



＜２つの魅力＞

鳥に長い尾羽を通して夜の長さや
孤独感を視覚的に表している

① 山頂の尾羽に込めた象徴

自然と人間の心情を重ねる平安時代の
詩的な感性や美的感覚が詰まっている

② 平安時代の文学的表現

２つの魅力




